








 

Ⅰ.対象ならびに方法 

 本調査の対象は,昭和 50 年 12 月末までに東北大学において手術をうけ,生存

退院した心内膜床欠損症 34 例である。調査は厚生省班会議作成の予後調査表を

用いたアンケート方式によった。34 名中,アンケート応答者は 29 名で,回収率

は 85%であった。29 名をさらに類型別にわけてみると,Ⅰ型 20 例,Ⅱ型 2例,Ⅲ

型 7例となった(表 1)。男女比は,男子 9例,女子 20 例で,年齢群別では,幼児 1,

学齢者 18,有職業年齢 10 例となった。 


